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本
書
の
主
な
ね
ら
い
は
、
中
世
に
お
け
る
地
域
社
会
と
仏
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
と
の
相
互
関
係
を
分
析
し
、
地
域
社
会
の
精
神

世
界
に
通
じ
る
水
脈
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

　

中
世
社
会
の
顕
著
な
特
徴
は
、
生
産
の
前
提
と
な
る
所
有
、
人
間
が
自
然
に
働
き
か
け
る
労
働
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
分
配
と
消

費
と
い
う
広
い
意
味
で
の
生
産
の
全
過
程
に
あ
っ
て
、
宗
教
の
占
め
る
位
置
が
大
き
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

そ
し
て
中
世
仏
教
の
核
と
な
っ
た
顕
密
仏
教
は
、
土
着
信
仰
と
習
合
し
つ
つ
、
地
域
社
会
へ
徐
々
に
定
着
す
る
に
い
た
っ
た
。
日

常
生
活
に
お
け
る
年
中
行
事
や
、
自
然
現
象
、
と
り
わ
け
災
異
の
解
釈
と
解
決
に
あ
た
っ
て
、
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
の
は
呪
術

を
基
礎
と
す
る
祈
禱
で
あ
る
。

　

祈
禱
は
、
夢
窓
疎
石
が
「
世
俗
の
御
公
事
に
こ
と
な
ら
ず
」（『
夢
中
問
答
』）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
権
力
と
相
互
依
存
の
関
係
を

と
り
む
す
ぶ
有
力
寺
社
に
と
っ
て
は
課
役
の
意
味
を
も
っ
た
が
、
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
日
々
の
安
寧
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
大
般
若
会
な
ど
の
も
ろ
も
ろ
の
法
会
な
ど
か
ら
な
る
年
中
行
事
や
儀
礼
へ
の
参
加
は
、
地
域
に
お
け
る
身
分
秩
序
の

確
認
と
い
う
意
味
を
も
つ
一
方
で
、
先
祖
へ
の
追
善
供
養
を
営
み
、
生
き
て
あ
る
こ
と
を
と
も
に
喜
び
、
村
人
相
互
の
つ
な
が
り
を

強
め
る
役
割
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
訳
の
妙
法
蓮
華
経
を
典
拠
と
す
る
「
現
世
安
穏
、
後
生
善
処
」
に
は
、
現
世
に
お

け
る
利
益
と
、
死
後
に
ま
で
続
く
浄
福
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
対
句
は
写
経
な
ど
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
。

　

地
域
社
会
の
寺
院
と
僧
侶
の
あ
い
だ
に
あ
っ
て
は
、
江
戸
幕
府
権
力
に
よ
る
寺
院
と
民
衆
の
統
制
を
企
図
し
た
、
本
寺
・
末
寺
体
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制
や
寺
請
制
度
な
ど
と
は
様
相
の
こ
と
な
る
、
宗
派
や
門
流
に
と
ら
わ
れ
な
い
ゆ
る
や
か
で
幅
広
い
交
流
が
あ
り
、
宗
教
世
界
を
豊

か
な
も
の
に
し
た
。

　

一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
の
在
地
に
お
い
て
は
、
生
産
力
の
高
ま
り
な
ど
を
土
台
と
し
て
、
有
力
者
に
よ
り
開
創
・
維
持
さ
れ
る

寺
院
の
み
な
ら
ず
、
有
力
な
檀
那
を
も
た
な
い
、
民
衆
に
よ
る
、
の
ち
の
村
落
寺
院
に
む
す
び
つ
く
堂
舎
の
建
立
が
続
き
、
か
れ
ら

の
精
神
世
界
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
荘
郷
で
暮
ら
す
諸
階
層
の
人
々
に
と
っ
て
、
鎮
守
は
祭
礼
や
護
符
の
配
布
な
ど
を
通
じ
て
、
五
穀
豊
穣
・
病
気
平
癒
な
ど

の
現
世
利
益
や
、
来
世
で
の
救
済
な
ど
を
祈
願
す
る
場
と
し
て
の
役
割
を
強
め
て
い
っ
た
。

　

本
書
は
、
こ
う
し
た
中
世
の
政
治
や
社
会
と
宗
教
と
の
連
関
に
つ
い
て
の
認
識
を
基
礎
と
し
、
前
著
『
日
本
中
世
の
政
治
権
力
と

仏
教
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
に
ひ
き
続
い
て
、
宗
教
の
社
会
的
機
能
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
著
が
天
皇
護
持
僧

や
祈
禱
所
・
比
丘
尼
御
所
な
ど
政
治
権
力
と
仏
教
と
の
関
係
の
解
明
を
主
眼
と
し
た
の
に
対
し
、
本
書
に
収
め
た
諸
論
文
は
、
地
域

社
会
と
仏
教
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
写
経
や
法
会
な
ど
に
み
ら
れ
る
個
人
や
集
団
の
宗
教
行
為
が
い
か
な

る
社
会
性
を
も
つ
か
、
に
対
す
る
答
え
を
得
よ
う
と
す
る
作
業
と
し
て
の
意
味
を
も
も
っ
て
い
る
。
本
書
は
三
篇
一
二
章
と
余
篇
か

ら
構
成
さ
れ
る
が
、
各
章
の
目
的
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

第
一
篇
で
は
、
仏
教
の
教
義
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
経
典
の
う
ち
、
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
（
以
下
、
大
般
若
経
と
略
記
）
や
五
部

大
乗
経
の
書
写
や
摺
写
の
実
態
、
さ
ら
に
大
般
若
会
や
大
乗
会
な
ど
の
法
会
の
執
行
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
貴
族
社
会
や
武
家
社

会
で
の
展
開
、
お
よ
び
地
域
社
会
へ
の
伝
播
の
過
程
を
検
討
す
る
。

　

隋
の
天
台
智
顗
は
数
多
く
の
大
乗
経
典
の
な
か
か
ら
、
華
厳
経
・
大
集
経
・
摩
訶
般
若
経
（
大
品
般
若
経
）・
法
華
経
・
涅
槃
経

の
五
部
を
選
び
、
そ
の
う
ち
法
華
経
を
最
上
と
し
た
。
五
部
大
乗
経
と
い
う
一
括
経
は
こ
の
教
説
を
も
と
に
日
本
で
成
立
し
た
も
の

で
、
一
一
世
紀
後
半
以
降
、
貴
族
社
会
で
流
行
し
、
一
二
世
紀
に
は
、
地
方
で
も
書
写
や
摺
写
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
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五
部
大
乗
経
は
、
後
水
尾
天
皇
の
皇
子
で
、
近
世
初
期
、
妙
法
院
門
跡
を
つ
と
め
た
堯
如
法
親
王
が
、『
五
部
大
乗
経
捷
径
録
』

（
元
禄
四
年
〈
一
六
九
一
〉
成
立
）
に
、「
お
よ
そ
仏
門
に
入
る
者
の
、
こ
れ
を
読
み
て
、
そ
の
梗
概
を
知
ら
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
」

と
記
し
た
よ
う
に
、
仏
道
入
門
に
あ
た
っ
て
の
要
訣
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
第
一
章
で
は
従
来
、
研
究
成
果
の
乏
し
い
五
部
大

乗
経
の
成
立
の
背
景
と
貴
族
社
会
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
、
第
二
章
・
第
三
章
で
は
、
地
方
へ
の
広
ま
り
の
事
例
と
し
て
、
駿
河

と
遠
江
に
伝
来
し
た
五
部
大
乗
経
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

大
乗
経
典
の
な
か
で
最
大
の
大
般
若
経
は
、
唐
の
玄
奘
が
六
六
三
年
に
訳
了
し
た
の
ち
、
四
〇
年
を
経
ず
し
て
わ
が
国
に
輸
入
さ

れ
、
以
後
、
国
家
安
泰
や
五
穀
豊
穣
な
ど
の
予
祝
祈
願
、
天
災
異
変
の
除
災
、
追
善
・
算
賀
、
異
国
降
伏
の
祈
禱
や
、
神
前
法
楽
を

目
的
と
し
た
ほ
か
、
村
落
で
は
虫
払
や
祈
雨
な
ど
の
年
中
行
事
に
も
広
く
活
用
さ
れ
た
。
第
四
章
は
美
濃
に
お
け
る
大
般
若
経
の
開

板
事
業
の
経
過
と
、
近
世
に
い
た
る
伝
来
と
活
用
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
で
の
大
般
若
経
の
役
割
を
考
察
し
た

も
の
で
あ
る
。
補
論
1
・
2
・
3
で
は
、
駿
河
・
伊
豆
で
書
写
さ
れ
た
大
般
若
経
の
成
立
過
程
と
社
会
的
背
景
を
分
析
す
る
。

　

地
方
に
お
け
る
大
般
若
経
や
五
部
大
乗
経
の
書
写
や
摺
写
、
さ
ら
に
施
入
や
法
会
の
実
態
、
修
理
の
過
程
を
詳
細
に
分
析
す
れ
ば
、

荘
郷
や
村
を
こ
え
た
寺
院
や
僧
侶
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
中
世
の
地
域
社
会
と
仏
教
と
の
関
係
を
よ
り
仔

細
に
考
察
す
る
材
料
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
。

　

第
二
篇
は
、
女
性
と
鎌
倉
禅
、
六
十
六
部
聖
、
改
竄
さ
れ
た
神
社
縁
起
な
ど
を
手
が
か
り
と
し
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
寺
社
の

役
割
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
五
章
は
、
鎌
倉
禅
の
世
界
に
も
っ
と
も
深
く
親
し
ん
だ
女
性
の
ひ
と
り
、
得
宗
北
条
貞
時
の
妻
で
高
時
の
母
覚
海
円
成
と
鎌
倉

禅
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
女
性
と
禅
宗
と
の
む
す
び
つ
き
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
幕
府
滅
亡
後
、

円
成
が
伊
豆
国
北
条
の
地
に
開
い
た
円
成
寺
と
権
力
や
地
域
社
会
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
六
章
で
考
察
す
る
六
十
六
部
聖
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
著
『
日
本
中
世
の
政
治
権
力
と
仏
教
』
に
三
編
を
収
め
た
。
本
章
は



iv

そ
れ
ら
の
成
果
を
礎
と
し
て
、
六
十
六
部
聖
の
勧
進
や
唱
導
な
ど
の
活
動
の
実
態
と
そ
れ
を
支
え
た
社
会
的
背
景
、
加
え
て
か
れ
ら

に
信
仰
を
託
し
た
人
々
の
世
界
に
ま
で
、
丹
念
に
奥
深
く
分
け
入
る
こ
と
に
よ
り
、
中
世
仏
教
と
地
方
社
会
と
を
む
す
ぶ
糸
を
手
繰

り
寄
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
七
章
で
と
り
あ
げ
る
「
遠
江
国
山
名
郡
木
原
権
現
由
来
記
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
今
川
義
元
と
今
川
氏
真

の
判
物
写
二
通
が
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
遠
江
国
へ
の
熊
野
信
仰
の
伝
播
、
徳
川
家
康
と
の
関
係
が
記
さ
れ
る
な
ど
、
遠
江
中
部

地
域
の
中
世
か
ら
近
世
に
い
た
る
時
期
の
状
況
を
う
か
が
わ
せ
る
注
目
す
べ
き
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
他
方
で
、
神
社
草
創

に
関
す
る
事
実
が
後
世
の
加
筆
に
よ
っ
て
改
竄
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
と
宗
教
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
さ
い
の
史
料
批
判
に
お
い
て

も
興
味
あ
る
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

　

第
八
章
で
は
、
遠
江
国
秋
葉
山
と
徳
川
家
康
と
の
関
係
、
と
り
わ
け
戦
国
大
名
間
の
交
渉
や
連
絡
な
ど
に
あ
た
っ
た
使
僧
の
役
割

を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
武
士
社
会
へ
の
秋
葉
信
仰
の
展
開
を
論
ず
る
。

　

補
論
4
は
徳
川
家
康
高
札
写
、
補
論
5
は
祠
堂
帳
の
新
出
史
料
を
素
材
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
地
域
社
会
に
お
け

る
寺
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
信
仰
の
広
が
り
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
篇
は
、
遠
江
久
野
氏
の
所
伝
、
古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
旅
日
記
や
紀
行
文
、
東
海
道
の
名
物
、
神
社
祭
祀
争
論
を
素
材
と

し
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
歴
史
の
記
憶
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
九
章
は
、
遠
江
久
野
氏
の
成
立
過
程
を
論
じ
、
加
え
て
久
野
氏
を
と
り
ま
く
歴
史
的
環
境
、
と
り
わ
け
奥
州
平
泉
中
尊
寺
と
の

関
わ
り
に
注
目
し
、
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
今
川
氏
と
徳
川
氏
に
よ
る
懸
川
城
を
め
ぐ
る
約
半
年
に
お

よ
ぶ
激
し
い
攻
防
の
さ
い
、
前
線
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
久
野
城
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　

第
十
章
は
、
天
皇
の
居
住
す
る
奈
良
や
京
都
と
い
う
、
政
治
や
経
済
・
文
化
に
お
い
て
求
心
力
を
も
っ
た
都
以
外
の
、
鄙
と
か
田

舎
と
か
意
識
さ
れ
た
場
を
旅
し
た
人
々
の
著
し
た
「
道
の
記
」
を
検
討
し
、
古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
作
者
の
人
生
観
や
美
意
識
・
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自
然
観
、
さ
ら
に
時
代
の
空
気
の
影
響
と
変
遷
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

　

第
十
一
章
は
、
戦
国
時
代
以
降
、
東
海
道
を
往
来
す
る
旅
人
の
数
が
増
す
に
つ
れ
て
、
各
地
の
宿
や
街
道
筋
の
茶
屋
で
旅
人
に
供

さ
れ
名
物
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
う
ち
、
瀬
戸
の
染
飯
の
起
源
と
展
開
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
土
地
の
名
物
を
戦

国
時
代
以
降
の
旅
の
文
化
史
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
十
二
章
で
は
、
多
く
の
年
中
儀
礼
を
通
じ
て
、
村
人
た
ち
の
生
産
過
程
全
般
や
、
現
世
に
お
け
る
精
神
生
活
と
村
の
平
和
維
持

の
役
割
を
は
た
し
た
鎮
守
の
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
、
幕
末
に
お
け
る
別
当
寺
と
神
職
と
の
争
い
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

室
町
幕
府
将
軍
足
利
義
晴
の
偽
文
書
が
作
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
背
景
を
検
討
す
る
。

　

余
篇
は
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
に
実
施
さ
れ
た
静
岡
県
森
町
の
藤
江
家
所
蔵
小
杉
文
庫
の
調
査
以
来
、
関
心
を
も
ち
続
け

て
き
た
阿
波
出
身
の
国
学
者
小
杉
榲
邨
に
つ
い
て
、
父
や
師
、
同
学
の
士
ら
と
の
交
友
を
通
じ
て
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
学
問
の
方
法

の
形
成
過
程
や
特
徴
を
検
討
し
、
榲
邨
の
人
生
と
学
問
を
幕
末
・
維
新
の
激
動
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
作
業
で
あ
る
。

　

以
上
の
各
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
本
書
の
成
り
立
ち
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
篇　

地
域
社
会
と
経
典

第
一
章　

平
安
時
代
の
写
経
と
法
会

─
五
部
大
乗
経
を
め
ぐ
っ
て

─

河
添
房
江
ほ
か
編
『
叢
書　

想
像
す
る
平
安
文
学
』
八
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年

第
二
章　

鎌
倉
期
駿
河
府
中
の
宗
教
世
界

─
駿
河
国
有
度
郡
八
幡
神
社
旧
蔵
五
部
大
乗
経
を
め
ぐ
っ
て

─
（
原
題
「
静
岡

市
八
幡
神
社
旧
蔵
五
部
大
乗
経
の
成
立
と
伝
来
」）

『
ア
ジ
ア
研
究
』
二
、
静
岡
大
学
人
文
学
部
「
ア
ジ
ア
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
二
〇
〇
六
年
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補
論
1　

駿
河
国
有
度
郡
八
幡
神
社
旧
蔵
大
般
若
経�

新
稿　
　
　
　
　

第
三
章　

遠
江
国
洞
泉
寺
所
蔵
五
部
大
乗
経
の
成
立
と
伝
来
（
原
題
「
天
竜
市
洞
泉
寺
所
蔵
五
部
大
乗
経
に
つ
い
て
」）

『
静
岡
県
史
研
究
』
一
四
、
一
九
九
七
年

第
四
章　

美
濃
国
薬
王
寺
所
蔵
大
般
若
経
の
開
板
と
伝
来
（
原
題
「
薬
王
寺
大
般
若
経
の
開
板
と
伝
来
」）

『
薬
王
寺

─
仏
像　

建
築　

大
般
若
経

─
』
可
児
市
史
調
査
報
告
書
第
一
集
、
二
〇
〇
六
年

　

補
論
2　

伊
豆
国
国
柱
命
神
社
所
蔵
大
般
若
経
（
原
題
「
松
崎
町
国
柱
命
神
社
所
蔵
大
般
若
経
」）

『
静
岡
県
史
研
究
』
二
、
一
九
八
六
年

　

補
論
3　

駿
河
国
清
見
寺
所
蔵
大
般
若
経
（
原
題
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」）

『
清
見
寺
綜
合
資
料
調
査
報
告
書

─
清
見
寺
史
料
調
査
報
告

─
』
静
岡
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
七
年

第
二
篇　

地
域
社
会
と
寺
社

第
五
章　

覚
海
円
成
と
伊
豆
国
円
成
寺

─
鎌
倉
禅
と
女
性
を
め
ぐ
っ
て

─�

『
静
岡
県
史
研
究
』
一
二
、
一
九
九
六
年

第
六
章　

中
世
仏
教
と
地
方
社
会

─
六
十
六
部
聖
を
手
が
か
り
と
し
て

─�

『
七
隈
史
学
』
三
、
二
〇
〇
二
年

第
七
章　

遠
江
国
山
名
郡
木
原
権
現
由
来
記
の
歴
史
的
環
境
（
原
題
「
遠
州
山
名
郡
木
原
権
現
由
来
記
に
つ
い
て
」）

『
人
文
論
集
』
二
九
、
静
岡
大
学
人
文
学
部
、
一
九
七
八
年

第
八
章　

中
世
後
期
の
秋
葉
山
と
徳
川
家
康
（
原
題
「
中
世
の
秋
葉
山
」）

『
静
岡
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書

─
秋
葉
道

─
』
静
岡
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
年
、
改
訂
版
一
九
九
六
年

補
論
4　

駿
河
国
東
泉
院
と
建
穂
寺

─
一
通
の
高
札
写
か
ら

─
（
原
題
「
東
泉
院
と
建
穂
寺

─
一
通
の
高
札
写
か
ら

─
」）



vii

まえがき

『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
七
、
二
〇
一
〇
年

　

補
論
5　

喜
捨
す
る
人
び
と

─
駿
河
国
心
岳
寺
祠
堂
帳

─
（
原
題
「
心
岳
寺
祠
堂
帳
に
つ
い
て
」）

『
藤
枝
市
史
研
究
』
一
一
、
二
〇
一
〇
年

第
三
篇　

地
域
社
会
の
記
憶

第
九
章　

遠
江
久
野
氏
の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
環
境�

『
久
野
城
』
Ⅳ
（
袋
井
市
教
育
委
員
会
）、
一
九
九
三
年

第
十
章　

旅
日
記
・
紀
行
文
と
地
方
社
会�

『
人
文
論
集
』
六
三
─
二
、
静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部
、
二
〇
一
三
年

第
十
一
章　

名
物
瀬
戸
の
染
飯
を
め
ぐ
る
文
化
史�

『
藤
枝
市
史
研
究
』
九
、
二
〇
〇
八
年

第
十
二
章　

近
世
後
期
神
社
祭
祀
を
め
ぐ
る
争
論
と
偽
文
書

─
遠
江
国
榛
原
郡
吉
永
村
の
場
合

─�

新
稿　
　
　
　
　

余　

篇

小
杉
榲
邨
の
幕
末
・
維
新

─
近
代
化
の
な
か
の
国
学

─
（
原
題
「
明
治
維
新
と
小
杉
榲
邨

─
近
代
化
の
中
の
国
学

─
」）

『
史
窓
』
三
五
、
二
〇
〇
五
年

　

補
説　

東
京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科�

『
日
本
歴
史
』
六
一
三
、
一
九
九
九
年

　

旧
稿
の
本
書
収
録
に
あ
た
り
、
全
体
に
わ
た
っ
て
体
裁
や
表
記
の
統
一
を
図
っ
た
ほ
か
、
修
正
・
加
筆
を
施
し
た
。



viii

目
　
　
次

ま
え
が
き

第
一
篇
　
地
域
社
会
と
経
典

第
一
章　

平
安
時
代
の
写
経
と
法
会
─
五
部
大
乗
経
を
め
ぐ
っ
て

─	

3

は
じ
め
に	

3

一　

五
部
大
乗
経
成
立
の
歴
史
的
前
提	

3

二　

五
部
大
乗
経
と
法
勝
寺
大
乗
会	

8

三　

五
部
大
乗
経
と
貴
族
社
会	

13

お
わ
り
に	

18

第
二
章　

鎌
倉
期
駿
河
府
中
の
宗
教
世
界	

23�

　
　
　
　
　
　

─
駿
河
国
有
度
郡
八
幡
神
社
旧
蔵
五
部
大
乗
経
を
め
ぐ
っ
て

─

は
じ
め
に	

23



ix

目　次

一　

八
幡
神
社
旧
蔵
五
部
大
乗
経
の
復
元	

24

二　

八
幡
神
社
旧
蔵
五
部
大
乗
経
成
立
の
概
要	

35

三　

八
幡
神
社
旧
蔵
五
部
大
乗
経
成
立
の
背
景	

37

お
わ
り
に	

44

補
論
1　

駿
河
国
有
度
郡
八
幡
神
社
旧
蔵
大
般
若
経	

46

第
三
章　

遠
江
国
洞
泉
寺
所
蔵
五
部
大
乗
経
の
成
立
と
伝
来	

52

は
じ
め
に	

52

一　

形　
　

状	

52

二　

成　
　

立	

55

三　

伝　
　

来	

58

お
わ
り
に	

61

第
四
章　

美
濃
国
薬
王
寺
所
蔵
大
般
若
経
の
開
板
と
伝
来	

77

は
じ
め
に	

77

一　

形
状
と
構
成	

78

二　

開
板
の
経
緯
と
願
主
た
ち	

85

三　

伝
来
と
活
用	

98



x

お
わ
り
に	

103

補
論
2　

伊
豆
国
国
柱
命
神
社
所
蔵
大
般
若
経	

110

補
論
3　

駿
河
国
清
見
寺
所
蔵
大
般
若
経	

117

第
二
篇
　
地
域
社
会
と
寺
社

第
五
章　

覚
海
円
成
と
伊
豆
国
円
成
寺
─
鎌
倉
禅
と
女
性
を
め
ぐ
っ
て

─	

123

は
じ
め
に	

123

一　

覚
海
円
成
の
周
辺	

124

二　

覚
海
円
成
と
い
う
女
性	

131

三　

円
成
寺
の
開
創
と
展
開	

137

お
わ
り
に

─
そ
の
後
の
円
成
寺

─
	

148

第
六
章　

中
世
仏
教
と
地
方
社
会
─
六
十
六
部
聖
を
手
が
か
り
と
し
て

─	

157

は
じ
め
に	

157

一　

源
頼
朝
の
前
世	

158

二　

六
十
六
部
聖
と
「
六
十
六
」
と
い
う
数
字	

164



xi

目　次

三　

六
十
六
部
聖
の
世
紀	

168

お
わ
り
に	

174

第
七
章　

遠
江
国
山
名
郡
木
原
権
現
由
来
記
の
歴
史
的
環
境	

179

は
じ
め
に	

179

一　
「
由
来
記
」
と
木
原
家
所
蔵
文
書	

179

二　

木
原
権
現
と
神
官
木
原
氏	

180

三　

熊
野
三
山
と
遠
江
国	

184

四　
「
由
来
記
」
の
内
容	

185

お
わ
り
に	

187

第
八
章　

中
世
後
期
の
秋
葉
山
と
徳
川
家
康	

191

は
じ
め
に	

191

一　

秋
葉
寺
別
当
光
播
と
徳
川
家
康	

191

二　

武
士
の
秋
葉
信
仰	

196

三　

秋
葉
寺
と
可
睡
斎	

198

お
わ
り
に	

199

補
論
4　

駿
河
国
東
泉
院
と
建
穂
寺
─
一
通
の
高
札
写
か
ら

─	

201



xii

補
論
5　

喜
捨
す
る
人
び
と
─
駿
河
国
心
岳
寺
祠
堂
帳

─	

206

第
三
篇
　
地
域
社
会
の
記
憶

第
九
章　

遠
江
久
野
氏
の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
環
境	

213

は
じ
め
に	

213

一　

遠
江
久
野
氏
の
初
見
史
料	

213

二　

久
努
か
ら
久
野
へ	

216

三　

久
野
氏
初
代
宗
仲	

219

四　

久
野
氏
と
原
氏	

230

お
わ
り
に	

233

第
十
章　

旅
日
記
・
紀
行
文
と
地
方
社
会	

236

は
じ
め
に	

236

一　

鄙
の
長
路	

237

二　

京
へ
田
舎
へ	

242

三　

東
往
西
遊	

248

お
わ
り
に	

251



xiii

目　次

第
十
一
章　

名
物
瀬
戸
の
染
飯
を
め
ぐ
る
文
化
史	

255

は
じ
め
に	

255

一　

瀬
戸
の
染
飯
の
起
源	

256

二　

近
世
紀
行
文
に
み
え
る
瀬
戸
の
染
飯	

257

三　

狂
歌
に
詠
ま
れ
た
瀬
戸
の
染
飯	

261

四　

描
か
れ
た
瀬
戸
の
染
飯	

264

お
わ
り
に	

267

第
十
二
章　

近
世
後
期
神
社
祭
祀
を
め
ぐ
る
争
論
と
偽
文
書	

270�

　
　
　
　
　
　
　

─
遠
江
国
榛
原
郡
吉
永
村
の
場
合

─

は
じ
め
に	

270

一　

二
通
の
「
将
軍
足
利
義
晴
判
物
」	

271

二　

新
出
の
今
川
義
元
判
物	

273

三　

二
通
の
「
将
軍
足
利
義
晴
判
物
」
作
成
の
歴
史
的
背
景	

280

お
わ
り
に	

290



xiv

余
　
篇

小
杉
榲
邨
の
幕
末
・
維
新
─
近
代
化
の
な
か
の
国
学

─	

299

は
じ
め
に	

299

一　

阿
波
在
住
期
の
学
問
的
環
境	

300

二　

教
部
省
入
省	

315

三　

帝
国
博
物
館
出
仕
以
後	

323

お
わ
り
に	

330

補
説　

東
京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科	

352

あ
と
が
き

索　
　
　

引



355

あ
と
が
き

　

調
査
で
心
を
い
れ
て
史
料
に
向
か
い
あ
う
た
び
、
気
分
は
引
き
締
ま
り
、
高
ま
り
も
す
る
。
そ
う
し
て
史
料
の
奥
に
潜
む
歴
史
の

断
片
を
掘
り
起
こ
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
と
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
事
が
ら
や
人
物
と
の
思
い
が
け
な
い
結
び
つ
き
に
驚

嘆
し
、
そ
れ
ら
を
丹
念
に
紡
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い
世
界
を
き
り
開
く
の
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
強
く
感
じ

る
こ
と
は
、
長
い
時
の
変
転
の
な
か
で
、
史
料
を
守
っ
て
き
た
所
蔵
者
に
対
す
る
敬
意
と
、
こ
れ
か
ら
も
伝
え
る
大
切
さ
で
あ
る
。

　

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
一
〇
月
、
私
は
静
岡
大
学
人
文
学
部
に
着
任
し
、
ほ
ど
な
く
静
岡
県
の
袋
井
市
史
編
纂
事
業
に
参
加

し
た
。
本
書
収
録
の
旧
稿
の
う
ち
も
っ
と
も
早
い
第
九
章
は
そ
の
成
果
で
あ
る
。
続
い
て
、
金
谷
町
史
・
静
岡
県
史
・
藤
枝
市
史
に

執
筆
委
員
や
専
門
委
員
・
編
纂
委
員
と
し
て
関
わ
っ
た
か
ら
、
三
七
年
に
わ
た
る
静
岡
大
学
在
職
中
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
に
及
ん
だ

こ
と
に
な
る
。

　

と
り
わ
け
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
か
ら
一
三
年
を
か
け
て
完
結
し
た
静
岡
県
史
編
纂
は
、
同
学
の
先
達
た
ち
に
導
か
れ
て
、

知
見
を
拡
大
す
る
得
が
た
い
好
機
と
な
っ
た
。
静
岡
県
内
は
も
と
よ
り
県
外
に
ま
で
調
査
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
編
集
す
べ
き
史

料
の
対
象
が
古
文
書
・
古
記
録
・
典
籍
・
金
石
文
・
経
巻
・
聖
教
類
・
文
学
作
品
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
研
究
の
領
域

と
関
心
を
広
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
な
か
で
も
静
岡
県
内
に
現
存
す
る
五
部
大
乗
経
や
大
般
若
経
を
調
査
す
る
幸
運
に
恵
ま

れ
、
経
典
と
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
着
想
を
得
た
こ
と
は
印
象
深
い
。
第
二
章
・
第
三
章
・
第
五
章
・
補
論
1
～
補
論
3

は
、
静
岡
県
史
で
の
調
査
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
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そ
の
後
、
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
に
始
ま
り
、
二
一
世
紀
を
迎
え
た
の
ち
、
一
五
年
を
要
し
て
終
了
し
た
藤
枝
市
史
で
は
編

纂
専
門
委
員
長
を
つ
と
め
た
。
第
十
一
章
と
補
論
5
は
そ
の
調
査
か
ら
生
ま
れ
た
。

　

ま
た
委
員
で
は
な
い
が
、
岐
阜
県
の
可
児
市
史
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
薬
王
寺
調
査
に
、
乞
わ
れ
て
大
般
若
経
を
担

当
し
た
。
市
史
編
纂
室
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
、
調
査
は
関
係
す
る
岡
山
県
・
滋
賀
県
・
京
都
市
・
静
岡
県
と
広
い
地
域
に
及
び
、
大

般
若
経
の
成
立
と
背
景
な
ど
詳
細
に
分
析
す
る
十
分
な
時
間
と
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
も
記
憶
に
鮮
や
か
で
あ
る
。
そ
の

成
果
は
第
四
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
に
収
め
た
論
文
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
も
と
づ
く
所
見
と
分
析
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
調
査
な
く
し

て
は
実
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
所
蔵
者
を
は
じ
め
、
労
苦
を
と
も
に
し
、
御
教
示
を
仰
い
だ
関
係
の
方
々
に
、
改
め
て
深
い
謝

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
本
書
を
も
っ
て
学
恩
に
報
い
た
い
と
思
う
。
調
査
結
果
に
も
と
づ
く
考
察
に
は
力
を
尽
し
た
つ
も
り
で
あ

る
が
、
そ
の
後
の
研
究
の
進
展
は
著
し
く
、
思
わ
ざ
る
過
誤
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
収
録
論
文
の
大
半
は
、
報
告
書
な
ど
多
く
の
方
々

の
目
に
ふ
れ
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
書
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、
関
連
分
野
の
研
究
に
何
が
し
か
の
寄
与
が
で
き
れ
ば
幸
い

と
思
う
。

　

仏
教
と
政
治
権
力
や
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
に
関
心
を
も
っ
た
の
は
、
九
州
大
学
大
学
院
在
学
中
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら

三
五
年
余
り
、
ふ
り
返
れ
ば
丑
年
生
ま
れ
に
か
こ
つ
け
た
、
ま
こ
と
に
緩
や
か
で
寄
り
道
多
き
足
取
り
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
い
ま

は
本
書
を
み
ず
か
ら
の
器
量
に
よ
る
到
達
点
と
自
覚
し
、「
牛
の
歩
み
も
千
里
」
を
心
に
と
め
、
歴
史
に
対
し
て
聡
明
で
あ
る
こ
と

を
自
戒
と
し
て
、
次
の
目
標
に
向
か
い
た
い
。

　

本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
株
式
会
社
思
文
閣
出
版
の
原
宏
一
氏
に
は
格
段
の
御
高
配
に
あ
ず
か
り
、
ま
た
担
当
の
三
浦
泰
保
さ
ん

に
は
、
万
端
に
行
き
届
い
た
丁
寧
な
編
集
作
業
を
通
じ
て
、
本
作
り
に
か
け
る
熱
意
と
気
魄
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
。
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最
後
に
、
本
書
が
亡
き
両
親
と
養
母
、
泉
下
の
友
宗
像
修
三
君
へ
の
手
向
け
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
近
く
還
暦
を
迎
え
る
妻
恭
子
の

記
念
と
も
な
れ
ば
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ
で
あ
る
。

　
　
　

二
〇
一
四
年
八
月

湯
之
上　

隆
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